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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はcAMP調節性リン酸化タンパク質をコードしています。コードされているタンパク質は尾状核と小脳皮質に豊富に存在します。マウスの類似タンパク質は、基底核におけるドーパミンの作用制御に関与している可能性があります。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。[RefSeq提供、2012年6月],機能：アイソフォーム2は、ニューロンにおいてカルシニューリンなどのカルモジュリン依存性酵素の競合的阻害剤として作用する可能性があります。,PTM：アイソフォーム1は、未熟胸腺細胞においてCARM1によってメチル化されます。,PTM：Ser-56のリン酸化はCALM1との相互作用を促進します。,類似性：1つのR3Hドメインを含みます。,サブユニット：CALM1と相互作用します。,組織特異性：アイソフォーム2は脳で発現します。アイソフォーム 1 は未熟な胸腺細胞に存在します (タンパク質レベル)。
	研究分野
	-
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	ARPP21抗体を用いたパラフィン包埋ヒト心臓組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	ARPP21抗体を用いたHeLa細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ARPP-21ポリクローナル抗体（1：1000希釈）を用いたHeLa細胞のウェスタンブロット解析

